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はじめに
熊本大学教育学部附属教育実践研究指導センター
(以下センターと略称する)では，２年生を対象に行
われる教育実習（１）を他の附属枝などとともに担
当している．実習制度鰯変更にともなって，センタ
ーがはじめて２年実習（１）を担当したのは昭和６３
年度(1988年)である．それから，平成２年度(1990
年）までの３年間催約400名の教育実習生(以下実習
生と呼ぶ）誠３班に別れてセンターへやってきた．
このうち，最初の昭和63年度は，センターの専任ス
タッフ１名がビデオを中心にした，いわゆる視聴覚
機器の紹介とデモンストレーションおよびパーソナ
ル・コンピュータを使った簡単なプログラムの実習
を行った．１回あたりの人数が13,名程度に鞍ったた
め，実習というよりは単葱る機器の紹介にとどまっ
たという方が正確だろう．つづく，平成元年度(1989
年）と平成２年度（1990年）の２年間は，センター
長を含む３名③スタッフが，それぞれ,「コンピュー
タの基礎」「教材開発」「グループ，ワーク」の３コ
ースを担当することになった。実習生は３つのコー
スについて第１から第３までの参加希望を提出した‘
この希望を配慮しながら，教育実習生を各コースに
ふりわけた。コンピュータの設置数鰯関係から，「コ
ンピュータ鰯基礎」が40名，「教材開発Ｊと「グルー
プ・ワーク」が50名から60名になった．このような
方法をとったため，実習生憾３つのコースすべてに
参加することはできない．しかし，それまでのよう
戦一度に１９｡名をこえるマスプロ実習ではなく葱瓜
それぞれのコースで効果的な実習を実施することが
できるように萱っだ。
「グループ・ワーク」の導入
すでに述べたように，平成元年度（1989年）から，
実習に「グループ・ワーク」を実施することになっ
たが，そ`，導入の経緯について説明をしておきたい，
もともと筆者自身はグループ・ダイナミックスを
専攻し，とくに，「リーダーシップ・トレーニング」
を中心的なテーマとして研究をすすめてきた．薮か
でも，センター専任の立場からザ現職教師や実習生
の「リーダーシップ｣の改善，向上を目的とした「リ
ーダーシップ・卜け－ニング」を開発したいと考え
ていた。こうしたことから，２年実習（１）のなか
で，実習生の「リーダーシップ・トレーニング」の
可能性を探ってみたいと思った錫である。しかしな
力封ら，実際にコースを設計する前からザ本格的な「リ
ーダーシップ・トレーニング」を実施することは不
可能だということは明らかであった。それはまず第
一に時間が少ないからである。８時40分から17時ま
で⑳１日ではガリーダーシップに関する「知的。科
学的情報」を十分に提供し，さらに，そうした情報
に基づいて，実習生の行動や態度の変容をもたらす
よう戦インパクトを与え愚にはあまりにも時間が足
りないのである．もう一つの理由は実習砂時期であ
る。２年実習（Ｉ）は９月初旬に行われる．その内
容は観察参加であり，原則として直接授業をしたり，
こどもにはたらきかけることはない。そういう意味
では，教師としてのリーダーシップを発揮するよう
戦状況にないのである．実際にこどもたちにリーダ
ーシップを発揮するのは，３年生になった６月であ
る。したがって，かりに実習生としてのリーダーシ
ップについて，「トレーニング｣のようなものを実施
しても，ただちにその効果を測定することはできな
い．翌年６月までの９ヶ月は「リーダーシップ・ト
レーニング」の効果を期待するにはあまりにも時間蝋教育実践研究指導センター
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があきすぎるのである。
こうしたことから，筆者が考える本格的な「リー
ダーシップ。トレーニング」を２年実習（１）で実
施するごとには無理があると判断した。しかしなが
ら，グループによる学習によって，「リーダーシップ
の重要性Ｊ「集団の持つさまざまな影響」「グループ
を効果的に扱う技法」などを知ることは重要であろ
う。また，「実習主としてとるべき行動や態度｣につ
いて，自分たち自身で考えておくことも十分に意味
のあること鱈と思われる。そこで，このような目的
を達成するために，「グループ曇ワーク」というタイ
トルをつけて，実習におけるプログラムの一つとし
て導入することにしたのである。
「グループ・ワーク」の流れと効果
「グループ・ワーク」として作成さ;fLたコース・
スケジュールが図１である‘以下，時間の流れを追
い趣力自らその内容について解説していく．説明にあ
たっては．コース終了後に提出されたレポートから
も実習生の感想や意見を引用したい．なお，これま
で「グループ・ワーク」は３年間で９回実施してい
る。コースカョ終わ患たびに内容の検討を行い，プロ
グラムを修正してきた．そのため，どれをとっても
まったく同じスケジュールのものはない，図１も平
成３年度（1991年）に３回実施したうちの一つのコ
ース・スケジュールである．本稿では，このスケジ
ュールを基本に「グループ・ワーク」の流れを紹介
いあわせてその効果について検討を加えていく．
１．オリエンテーションとグループ分け
「グループ・ワーク」の目的について簡単な説明
をし，５０名～54名の実習生溌５，６名の９グループに
分けた。５４名の場合には，すべてが６名⑳メンバー
からなるグループができるが？たとえば，５０名の場
合には５グループが６名，残りの４グループは５名
の構成になる．センターへ来た時点では，実習生は
あらかじめ９グループにセットされたテーブルに自
由に座っている．当然，よく知った仲間同士が互い
に近くに集まっている。これを，できる篭け知らな
いメンバーから構成されるように，「じゃんけん｣を
し鞍がらグループ分けを行う．
５０名の例で具体的な手続きを説明しよう．
まず，①お互いによく知っているメンバーを相手
にじゃんけんをする。その際，できるだけ同性を選
ぶことにする。この結果瓢２５名の２グループカxでき
る。②それぞれのグループから，名簿を見ながらラ
ンダムに１名ずつを指名し，２５名のグループからは
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ずす．これで，２４名の２グループになる。③膠やん
けんを繰り返して餅２４名が12名，さらに６名となる。
こ鰯時点で，６名のメンバーからなる８つのグルー
プと，②で除外された２名が残る。④再び名簿をも
とに，ランダムに３名を指名する。こ③３名と残っ
ている２名で５人からなるグループができあがる。
もちろん，ランダムに指名したときに，すでにメン
バーが指名されて５名になってい息場合には，さら
に指名をしなおし，必ず６名のグループから１名を
選ぶことにする．
こうした手続きによって$５～６名からなる９グ
ループができあがる。手続きを文章化すると煩雑に
見えるが，実際には５，６分もあればスムーズにグル
ープ分臓は終了する．
－１２８－
間 内容
ご
｜
’
’
’
’一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０
３
３
０
０
０
０
■
勺
●
屯
①
０
●
●
●
●
■
中
Ｐ
■
●
■
■
●
Ｂ
■
０
●
０
１
２
２
３
４
５
６
７
８
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ミ アッ
洪
』
。
力。‐Fの
づくり
｛!:上げ
明
教育実習におけるグループ・ワーク導入の試み
人，その由来…（１分)」「２．わたしがこどものこ
ろは…（２分)」「３．実習をむかえた今の気持ちは
…（２分)」の３つである．一度にテーマを与えず，
全メンバーが－つのテーマについて話し終えたと思
われるころを見計らって次のテーマを黒板に書いて
いった．こうした手法は，「マイクロラボラトリー」
などという呼び名で，ウォーミングアップに使われ
ている．写真１はその場面である．笑顔で話しては
ところで，こうしてできるだけ知らない者同士で
グループをつくるのにはいくつかの理由がある．ま
ず，実習生の自由に任せておくと，同性ばかり，同
じ学科ばかりといったグループ構成になってしまう．
その結果，日常の人間関係がそのまま「グループ・
ワーク」に持ち込まれ，特定のメンバーがリーダー
としてグループに強い影響を与えたりする．また，
グループの課題に対する取り組み方や態度もなれあ
い的になり，緊張感が薄れることもある．こうした
ことは，「こどもとの人間関係」や「実習生としての
リーダーシップ」を考えることを目的にした「グル
ープ・ワーク」にとっては好ましい条件とはいえな
いのである．グループ分けをするもう一つの理由は，
｢集団の発達｣を体験的に知るためにはメンバー同士
ができるだけ知らない状態からスタートすることが
必要だからである．互いに知らない，「集団の誕生」
の時点では，まだ相互作用も少なく，自分がどうい
う行動をとったらいいのかがわからない．いわば，
｢探索･手探り」の時期である．それが時間とともに
相互作用もふえ，お互いに影響を与えようという試
みも活発に行われるようになる．こうした流れの中
で，「集団の発達，成長過程｣を体験的に学習するこ
とができるのである．
この他，たとえば，「異質集団の方が等質な集団よ
りも望ましい効果が多い」といった研究報告などが
あることも，グループ分けをする理由としてあげる
ことができる．いずれにしても，「グループ･ワーク」
のような集団活動にあたっては，できるだけ、知ら
ないメンバー〃から構成される集団をつくることが
重要だと思われる．
２．ウォーミングアップ
さて，こうして９つのグループができあがった．
グループができれば，「まずは自己紹介｣ということ
になる．しかしただ，「自己紹介をしてください」と
いうことでその進行をグループに任せると，ある者
は長々と話し，また別のメンバーは名前を言うだけ
で終わってしまうといったように，メンバー問に大
きな偏りが出ることが少なくない．話したいメンバ
ーも自分の話を整理し，話したくない者も，自分を
表現し伝える努力をする．こうした態度や技術は，
教師にとってはとくに欠くことのできないものであ
る．そこで，「グループ･ワーク」ではメンパーの自
由に任せずに，「自分を知らせる，他人を知る技術」
を身につけるということで，話すテーマと－人あた
りの時間を与えることにした．今回採用したテーマ
と時間は，「１．わたしの名前は…，つけてくれた
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写真１ウォーミングアップ
いるものの，お互いはじめての集団活動であるため，
動きの少ない静かな雰囲気を感じとることができる
だろう．グループによる活動のはじめには当然予想
される状態である．しかしながら，少し時間が経過
すると，全体が次第ににぎやかになってくる．
さて，３つのテーマが終了すると，引き続いて各
メンバーにグループのメンバー数よりも１枚だけ少
ない数のカードが配られる．そして，いまはじまっ
たばかりの集団活動（ウォーミングアップ）で感じ
られた各メンバーの「第一印象」を－人について１
枚ずつ書くように求める．方法を説明したときには，
一時的にメンバーから当惑したような声も出るが，
すぐに静かになって，真剣にあるいはときには笑い
ながらその課題に取り組んでいく．
全員が各メンバーの印象を書き終えると，次はそ
のカードを交換する．まずターゲットになるメンバ
ーを決め，そのメンバーに対して，メンパー一人一
人が自分の書いたカードを渡す．カードは6.2ｃｍ×
2.3ｃｍのいわゆるＫＪカードを使用した.その際,で
きるだけ大きな声で読むよう指示した．このときも，
｢え-つ」という困惑したような声も聞こえるが，と
きには笑い声もだしながら，「第一印象交換｣はすす
められていく．グループ活動がはじまってからここ
までわずか１時間ほどしかたっていないが，グルー
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プには明るく楽しい震囲気が生まれている。すでに
集団は成長をはじいたのであり，そのことをメンバ
ーも体験的に感じているはずである．
グループができて間も鞍い時期であり，印象の内
容は圧倒的に肯定的なものが多い．しかし，それは
それとして他人から見た「自分の印象」を知ること
は重要である。そして$「印象｣には正しいと思うも
のとそうでないものがあるだろう，しかし，大事な
ことはその正否よりも,｢人には自分錘このように見
えている」ということに気づくことである．さらに，
同じメンバーに対しても，人によってさまざま強ち
がった印象を持っていることもわかる．こ鰯ように，
小さ数カードに書かれた情報からも，いろいろ鞍こ
とがわかるということを解説して，この時間を終え
た。
薮お，各人に「あなたのＩＤカードあなた鯵印
象｣と印刷したＢ６の台紙を配り，それにカードを貼
りつけることにした．
のかと驚いた
。いつもはうまく話せ薮いのに，テーマが与えら
れると，気負うこと強く話せた
。いままで知らなかった人の印象を伝えることば
楽しいと同時に責任も感じた
。自己紹介がこんなにスムーズにできるものかと
感動した
。口数が少ない人からもいろいろなことが聞けた
３.集団実験
グループにまとまりが見えはじめたところで，グ
ループ全員が参加する課題を与えた．課題鰯内容は
ＯＨＰで，図２に示すような点③集合パターンを瞬
間的に提示し，そ鰯数をあてることである．この例
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実習生のレポートから
この最初の課題は実習生にどのようなインパクト
を与えたのだろうか。「グループ･ワーク」終了後に
回収したレポートから，こ鯵部分に触れたものをい
くつかあげてみることにする．
,自分を表現するのがいかに下手であるかをつく
づく実感させられた
．まわり⑳人は自分のことをこんな風に見ている 図'２ 集団実験ぞ使用した点の集合
表１集団実験の結果（点の数の推測値）
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③場合，実際に幟191個鋲点があるのだが,提示時間
が短いので，正確に数えることはできない。メンバ
ーはそれぞれが推測する数字を記録係に伝える．記
録係は全メンバー⑲数値を記録用紙に記入する．記
録係は最後に自分の考える数値を記入する．こうし
て同じことを６回繰り返す．９グループの結果を示
したものが表１である。こ⑳課題は，Sherif,M
u936〉が行った同調の実験と同列のものであるが，
基本的には同調の圧力によって，メンバーの意見が
ある一定の値に近づいていくことを具体的葱数値の
変化によって示すことができる．表１からも，はじ
め大きかったメンバー間の幅〔点の数についてのメ
ンバーの意見〕が６回目にはかなり小さくなってい
ることがわかる。もちろんザグループ内鰯パワーや
メンバー間の関係鰯あり方によって，必ずしも一つ
の数値に集束するとは限らない．９グループもあれ
ば，実際にそうしたグループも出てくるごとぶ多い，
表１のＦグループなどはその例である．また，記録
係は最後に自分幻判断を記入しな職ればならないた
めに，他のメンバーとはち添った心理的影響を受け
ることに鞍る。こ⑳ような集団の中で起こるグイナ
ミックスについて，結果を見鞍がらディスカッショ
ンを行い，検討をすすめていく。ディスカッション
の結果は全体⑳前で発表す患．こうした発表(発見）
の内容とも関連づけながら，「同調への圧力」「集団
③構造と意見鯵変化」鞍どについて解説する．結果
として集団カヨメンパーに対して影響をおよぼす力や
エネルギーを持っていることを体験的に知り，その
エネルギーを効果的に使うことの重要性を自覚する
のである。
４．情報提供（講義）
「グループ゜ワーク」では，メンバーの積極的活
動が中心になる。「ウォーミングアップ｣や「集団実
験」もそうした活動を基礎にすすめられる．そのこ
とでガメンバーは積極的に行動しゴグループの力も
十分に引き出される.ただ，活動力§中心に鞍ろ芝献
にザ対人（こどもと鯵）関係や集団に関する知的軟
理解は十分に得られない．そこでｊこうした情報錫
不足を補足し，同時に「グループ‘ワークＪについ
て③理解を深めるために,佐藤静一センター長が｢人
間理解の基礎」というタイトルで１時間程度鯨情報
提供（講義）を行った。
具体的には，人間（こども）を理解するための技
法として③，「観察法」「面接法」「質問紙法｣など鰯
紹介を行った。また，それぞれ鰯技法と対応きせ薮
がら，教育における，「見ることＪ「聞くこと」「読迩
こと」妙重要性を強調した．さらに，こりDような要
素は，いま参加している「グループ・ワーク」その
ものにおいても欠かせ趣い要件であり，そうした点
に配慮しながら「グループ・ワーク」をすすめるよ
うはたらきかけた。また霧「グループ･ワークＪをと
おして，「集団の影響力」や「集団⑳エネルギー」を
体験的に理解し，こどもたちに対処するための具体
的な技術を身につけることができるという観点から,
rグループ・ワーク」の意義についての解説も行っ
た。
５．グループ・ワーク
いよいよスケジュールのメインである｡全体を｢グ
ループ・ワーク」と呼んでいるが談実質的にはこぬ
部分を「グループ・ワーク」というべきだろう。最
終的には，具体的で実行できるような行動目標を立
てることを目指す．実習生に少しでも役に立つもの，
インパクトの強いものになることを考えて,｢実習生
としてのわたしたちに期待されている行動,態度(考
え方シ心構え)｣を探るというテーマを設定した。こ
れをプレーンストーミングとカードによる分類・整
理によって分析していく。
ブレーンストーミング
広用紙に,｢実習生としてのわたしたちに期待され
ている行動，態度，（考え方餅心構え)」をできるだ
け多くあげるように指示した。期待⑳主体として，
｢こども」ｒ教師」「大学｣薮どを念頭において鱗ど鯵
ようなことが具体的に求められているかを考えるよ
うにはたらきかけた．とくに，プレーンストーミン
グという技法誠あることを紹介し，そのルールにも
とづいて作業をすすめるように伝えた＿プレーンス
実習生のレポートから
・グループの人たちが少しずつ影響しあっていく
という現象に感動した
・個人がまわりの意見に影響を与えられることを
体験をとおして考えられた
・自分の考えでいこうと思っていたが，けつこう
他人の意見に影響を受げてしまった
。自分たちのグループで腱はお互い同調しない人
が多く，興味深かった
･こん薮簡単な実験で，グループと個人の関係や
雰囲気がわかることが不思議だった
。自分一人の考えをとおすより，他人と近い意見
を持つ方が安心するものだと実感した
。グループはエネルギーを持っているも錫だと感
じた
－１３１－
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トーミングのルールとしては，「１．自由な雰囲気で
すすめる｣「２．項目はできるだけ多く（質よりも量)」
｢３．人の批判をしない」「４．人の意見を発展させ
る（人のまねをする)」というよく知られた４つのポ
イントをあげて説明した．また，具体的な進行につ
いて，「１．項目には番号をふる」「２．記録係は交
替する」「３．字はていねいでなくていい(速い方が
いい)｣なども追加した．時間的な制約もあり，あら
かじめ40～50項目を目標としていることを伝えた．
写真２はプレーンストーミング中のあるグループの
模様である．１２時30分からの昼休みまでに，ほとん
実習生のレポートから
．－人で意見を言うのは苦手なので，意見が出し
やすく良かった
、短時間に多くの意見が出せたことに驚いた
、いつもはまわりを気にして意見が出せないとい
うことがわかった
．意見がたくさん出てくると，団結力も生まれる
ということがわかった
、批判されないとなると，楽に発言できると思っ
た
、４０以上も項目を出すのに苦労した
カードによる分類・整理（ＫＪ法）
カードによる分類・整理の部分はＫＪカードを使
用した．ＫＪカードは川喜田二郎氏の発案になるも
ので，カードを用いた一連の分類・整理のプロセス
をＫＪ法と呼んでいる．ＫＪ法は情報の整理，発想法
のための有効な道具として，とくに70年代前後には，
多くの組織体で盛んに活用された．最近でこそ，い
わゆるブームは去ったように見えるが，メンバーの
参加意識を高め，一丸となってグループの問題や課
題を解決しようという雰囲気を作り上げるためには
効果的な方法である．もちろんＫＪ法を本格的にす
すめるためには，かなりの時間を要する．今回のス
ケジュールは全体でも１日であり，プレーンストー
ミングによる項目の洗い出し，カードへの転記，カ
ードの分類・整理までのすべてを４～５時間でこな
さなければならない．当然,ＫＪ法といってもきわめ
て簡略化したものになってしまった．したがって，
厳密にはＫＪ法と言うよりも，カードを使って情報
の分類・整理を試みたといった方が正確であろう．
以下，まとめまでの流れを時間を追いながら簡単に
ふりかえってみよう．
①カード作り
プレーンストーミングの見直しの結果整理された
項目をカードに転記する．このときは，プレーンス
トーミングの際にふっていた番号は記入しない．全
員で分担してカードに転記していく．
②カードを眺める
カードができあがったら，広用紙の上にバラバラ
に広げる．それを全員でじっくり眺め，どのような
内容のカードがあるかを確認する．時間は３分間と
し，スタートの合図とともに，話さず，手を出さず
にひたすら眺めるよう指示した．
③カードの分類
３分間が過ぎるといよいよ分類に入る．分類にあ
写真２プレーンストーミング
どのグループがこの目標を達成した．そこまでいか
なかったグループには，午後のスタートの13時30分
までに目標を達成しておくよう指示した．
こうして午後のスタート時には，どのグループで
も40から50項目のリストができあがった．参加者た
ちは，プレーンストーミングのルールによって，個
人ではとても出せないような数と内容の項目が出て
くることを実感したようであった．ただ，プレーン
ストーミングでは，「質よりも量｣を強調したり，「人
の批判をしない」といったルールがあるため，同じ
内容の項目やよくわからない項目が出てくることも
ある．そこで，２０分ほどの時間をかけて項目の見直
しをした．この見直し作業にあたっては，「１．まっ
たく同じものは整理する（似ているというだけでは
除外しない)」「２．意味がよくわからないものを確
認する（言った本人にしかわからないものもある)」
｢３．２つ以上の意味を持っているものがあれば，そ
れを分ける」「４．名詞だけで表現されているものな
どは表現を充実させる」「５．項目全体の言い回しを
統一する」などのポイントをあげた．
－１３２－
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たっては，ＫＪ法を実施する際に提示されるいくつ
かのガイドラインを伝えた．時間の流れを中断しな
いために，この説明は，「②カードを眺める｣の前に
終わっている．念のためにその内容をあげておこう．
１．親近感のあるカードを集める．むしろ自然に
集まるという気持ちで…．
２．内容で集める．表面的なことばの類似にとら
われない．
３．因果関係があるという観点から集めない．
「～だから～」といっているとなんでもつなが
る．
４．５枚以上集まるようなときは要注意．ちがっ
た性質のものが入り込んでいないか．
５．どこにも入らないカード（一匹狼）が出てく
ることもありうる．
ＫＪ法ではこのプロセスこそが最も重要で時間を
かけるべきところである．しかしながら，再三言う
ように時間の制約もあって，実際には，必ずしも十
分納得のできる分類作業はできなかった．もちろん
参加者たちが真剣に取り組んでいたことはいうまで
もない．
④島に標題をつける
ＫＪ法では，広用紙の上にできたいくつかのカー
ドのまとまりを島と呼ぶ．カードの分類に続いて，
この島に標題をつけることになる．数枚のカードの
集まりを一言で言い表すような標題をつけなければ
ならない．「注文服のような」「串刺しのような」標
題と表現されるが，要するにビックリとくる，「う_
ん」とうならせるようなものがほしいと強調する．
そのためには「③カードの分類」がうまくいってい
ることが重要である．内容がバラバラでは標題のつ
けようがないからである．その点，先にも述べたよ
うに，今回は分類のステップに十分な時間をかける
ことができなかった．そのため，この標題作りも簡
単にはいかず，ある程度のところで満足するしかな
かった．しかし，グループ全体の動きとしては，議
論が盛んになり，声も一段と大きくなってきた．第
三者的にはこのころから，グループが本格的に動き
始めたという印象を持つことができた．
⑤空間配置
標題をつけた島をクリップで留め，それを広用紙
の中にうまく配置していくＪ重要なものを「上から
下へ」「下から上へ」「中心から周辺へ」などいろい
ろな配置の仕方があることを説明した．
⑥仕上げ
空間配置が決まったら，後はカードを広用紙に貼
りつける仕上げの段階である．ここで，前年度に実
習生が作り上げたサンプルのいくつかをＯＨＰで提
示した．ただ，あまり前の作品にとらわれるとおも
しろくないので，できるだけ自分たち独自のアイデ
ィア生かすよう強調した．
当然のことながら，どのグループもこの段階で最
高の盛り上がりを迎えた．あちらこちらから，「そう
だそうだ」「そうじゃない」といった議論の声があが
る．大笑いするグループもある．「興奮してきた」｢最
高だ」といった声も聞こえてくる．自然に全員が立
ち上がりはじめる．そして最終的にはどのグループ
も全員が立ち上がってしまう．こうした雰囲気は写
真３や４からうかがうことができるだろう．フェル
トペンを使ったり，貼つけたりするのだから当然そ
うなるのだろうが，しらけたメンバーはほとんど見
られない．「みんなでやっている」という意識が全員
を駆り立てているように思われる．グループの力，
エネルギーの偉大さを実感しながら作業がすすむの
である．見ている方もその雰囲気にのみ込まれるほ
どである．
⑦結果の発表
こうして完成した各グループの成果を部屋のまわ
写真３標題作り
垣２
写真４仕上げ
－１３３－
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りに張り出す．このうち２つのグループがまとめた
成果をあげておくことにする(図３，４)．それぞれ
のグループが，まとめた内容や経過についての発表
をすることが望ましいが，残念ながらその時間はま
ったくとることができない．そのかわり，「見学ツア
ー」と称して，しばらくの間お互いの成果を見学す
る時間を設ける(写真５）．他のグループのアイディ
アや項目の内容に興味を持ったり，中には感心して
いる者もいる．しかし，最終的には，「自分のグルー
プがいちばんいい」という声が多いように思われる．
それは，自分のグループに対する「愛着」と「一生
懸命にやった」という満足感の表れであろう．
ｉ－Ｔ｡二丁二J三河
ﾕ
図３グループの作品(1)写真５作品の見学
図４グループの作品(2)
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だと行動もしにくいので，一応この一ヶ月という期
限を設けた。行動目標鰯設定には図５のシートを使
用した．メンバーの前で行動目標を表明し，一人一
人から，「頑張れサイン｣をもらうという手続きを踏
む．決めたことを少しでも実行して欲しいという願
いを込めた演出である。ただ，この時点では実習生
は本格的に学校に出かけて授業をしたり，こどもた
ちと継続的に接触する段階にはない。それは３年生
に載ってからである．そういう意味では，必ずしも，
明日からすぐに実行できる「実習生としての期待に
応える」行動目標を設定することはむずかしい。こ
どもと接触するときの行動を決めても現実感が鞍い
からである。したがって＄結果的には自分の日常生
活に関することが目標として選ばれた．これは当然
のことだと思われる．そういう点を考慮にいれれば，
｢グループ`ワークＪが実際に本格的な実習に出かげ
る直前に実施されれば，よりはっきりした効果を確
かめることができると思われる。ともあれ，実習生
が決めた行動の目標のいくつかをあげておこう．
実習生のレポートから
・一人一人の考えが－つにまとまっていくことが
すばらしかった
．まとめることは大変だったけれど，みん戦で力
を合わせていることが印象的だった
．できあがったときは一生懸命やっただけにとて
もうれしかった
．こんなに本気で話し，聞いてもらったことは初
めてだった
．みんなの目が輝いているのを見て，自分もそん
な目をしているのかなと思った
・時間があっという間に過ぎてしまった
６．行動目標の設定
最後は各人で行動目標を設定する．半曰をかけて
分析してきた，「実習生に求められる行動，態度…＿
の期待に応えるために，自分自身力xこれから実行し
ていくべき行動を決めるのである．期限があいまい
わたしは一ヶ月間…
・先生・生徒その他，近所の人に元気よく挨拶を
する
。知っている人にあったら，自分から笑顔で挨拶
する
．正しいことばづかいができるよういつも気をつ
ける
・いやな顔，疲れた顔など，人が嫌悪感を抱く表
情をし軟い
・新聞を読みザ社会情勢に気をつける
。夜11時に就寝し，朝７時に起きる
。黒板の字がうまく書けるよう練習する
。交通ルールを守る
・人との約束や，決まっているスケジュールの時
間を守り続ける
．できるだけ漢字で表現して，誤字。脱字をなく
すよう心がける
|わたしの行動計画’
|ｸﾞﾙｰﾌﾟ｜学科｡腺程’ |氏名’
実行期間：年月日～月
[目標行動②決定］
「必ずで道ろ」「しなければなら窓い」と思う行動を考えます．
期間内随で道ることを条件に，とにかくトライしてみましょう
』■
実躍行励【鞍にを。ＬＡつ，どこで，だれに，どのように，どの程皮･･･］
[実躍に移す具体的行動］
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うまくいか鞍いと曾腿はメンバーに相醸し定す
[他のメンバー②決意Ｊメンバー名と決定事項を記録しておきます
う段くいってし､葱いようなときに腔応捜します
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７．実習生の評価
すでに#実習生が提出したレポートから関連のあ
る部分は適宜引用してきた．ここでは，「グループ・
ワーク」全体に関わりのあるものをいくつか取りあ
げておこう．
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メンバーの頑喪れ
サイン
`自己紹介の時から，「これはいけるぞ」という感
じがして，最後までその勢いでいったような気図５行動目標⑳設定用紙
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参加したい」「２．できるだけ参加したい」「３．参
加してもいい」「４。あまり参加したく鞍い」「５．
まったく参加したくない」鰯５つであ愚。結果は表
２⑳と漏りである。男女に若干のちがいがみられる
が，全体で，「１。ぜひ参加したい」力麹6.6％，「２｡
できるだけ参加したい」が55.1％で，積極的な回答
が圧･倒的に多い．これに対して，「４，あまり参加し
たくない」はわずか２名（1.3％）に過ぎず，「５．
まったく参加したく種い｣.と答えたものは一人もい
ない。あえて，「３．参加してもいい」の27名（17.1
％）は否定的戦ニュアンスも含まれていると考えて
も瓢８０％以上の参加者が「１。ぜひ参加したい」
｢２．できるだけ参加したい｣と回答しているのであ
る．こうしたことから，「グループ・ワーク」が実習
生に対して，それなり鯵インパクトを与えたといっ
ていいだろう．
今後は，実施⑳時期やプログラム鰯内容を検討し
ながら，さらに効果的な「グループ・ワーク」を展
開していくこと力x必要篭と思われる。
鋲する．
．みんなが自分の意見を受臓入れてくれるような
雰囲気があってシこのグループの一人一人に出
会えてほんとうによかった。
・けつこうハードなスケジュールだったが，楽し
くあっという問に時間がたってしまった。教え
られた「グループ・ワーク」も取り入れて：生
徒とのふれあいを高めていきたい。
｡作業をしていく上で，もっと積極的薮行動がと
れたらなということを実感した。こうした欠点
をなくして？実習では一生懸命にがんばりたい.
･これからの実習でも，「グループ・ワーク」でい
っしょになった人がいると思うと安心して実習
に臨め#息ような気がする．
｡実習生としてしなければならないことがいっぱ
いある鰯に気づき，教師CD仕事のむずかしさを
感じさせられた。
．第一志望から回されて「グループ・ワーク」に
参加したが，こどもとの接触や日常の生活につ
いていろいろ勉強ができた。終わってみたら回
されてよかったと思っている． 付記本研究は，文部省科学研究費補助金（平成
元年度総合研究Ａ，研究課題「組織におけるリーダ
ーシップと意思渓定に関する研究｣，課題番号
01301013,研究代表者三隅二不二)⑲補助を受け
た。
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表２同じようなコースに対する参加希望
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